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１．研究主題 

    身近な環境に自ら関わり、主体的に活動する子どもの育成 

      ～遊びや異年齢児との関わりを通して生き生きと遊ぶ子どもを育む～ 

 

２．研究年度        初年度 

 

３．研究主題設定理由 

  幼児教育は幼児期の特性を踏まえ、環境を通して行うものであることを基本としてい

る。子どもはワクワクドキドキして思わずやってみたくなるような環境があるからこそ

繰り返し取り組む中で試したり、自分なりに考えたり、友達の刺激を受けたりして育って

いく。子どもが、自らを取り巻く環境に主体的に関わる中で、自分の実現したい思いがよ

り確かなものとなり、自ら遊びを生み出していけるよう、また異年齢児との関わりを通し

て生き生きと遊ぶ子どもを育んでいきたいと考え、主題を設定した。 

 

４．具体的な研究内容 

 ①研究のねらい 

○ 子どもが主体的に身近な環境に関わり、興味や関心を深めながら「おもしろい」「もっ 

とやってみたい」と感じ、自ら遊びを生み出し生き生きと遊べるような環境構成の工夫

や援助の仕方を学ぶ。 

  

 ②研究の重点 

 ○ 研究主題について共通理解を図りながら遊びの中の学びについて考える。 

 ○ 各期の事例を持ち寄り、子どもが自ら動き出すための援助や環境構成について追求

する。 

 ○ 子どもが心を弾ませながら、「もっとやってみたい」と自ら環境に関わり、夢中にな

って遊び込む環境づくりを工夫する。 

 ○ 保護者や地域と連携を深め、保育内容の充実に努める。 

  

 ③活動の方法 

       環境構成       保育者の援助     主体的に関わっている姿 

 

【事例① ５歳児 「ヴォルケーノ（Volcano）」 ５月 】 

 

砂場で大きな山をつくって遊んでいる中で、Ａ児が何気なく側に置いてあったホースを

山に挿し、そこに水を流した。すると反対側から土がブクブクしながらもり上がり、水が

流れだした。その様子を数人で見て、「すごい！」「火山みたい！」「ヴォルケーノ

（様式）提出用   



や！」と盛り上がる。保育者も「面白いことが起きたね」と一緒に喜ぶ。「もう一回した

い！」とＡ児が同じように何度も水を入れるが、さっきのようにブクブクはしなかった。

「さっきはブクブクしたのになんでしないんだろうね？」と保育者が投げかけると、Ａ児

「水がもっといる」Ｂ児「でもこれじゃ流れないし・・・」Ｃ児「高いところから流せば

いいねん」と砂場の上の柵を指す。「やってみよう」と上の柵からホースをつるして流し

てみることにした。しかし、ホースの向きや高さが安定せず、水が逆流してしまい、思う

ように流れなかった。Ｃ児が「もっと高くしないと」と話すとＢ児「じゃあ、ここもって

るね」と水を入れる側を支え、ホースをより高く持ち上げた。そこに水を流すと、水の

量、勢いが増し、山に刺した方から勢いよく水が出てきた。「出た～！！」とみんなで喜

び、何度も水を流した。「今度はこれも飛ぶかな？」とペットボトルキャップをホースの

先に置いたり、ホースを挿す角度や向き、深さを変えながら、どうしたら水がマグマのよ

うに噴き出るのか試して遊んだ。 

 

≪考察≫ 

・何気なくしたことをきっかけに、水と土が噴きあがる様子に面白さを感じ、友達と共有

できたことで思いを出し合いながら、もう一度するにはどうしたらいいのかを考えた

り、試したりして遊ぶ姿に繋がった。 

・思い付いたことをやってみることで、砂、土、泥、水の性質や特性を感じていた。ま

た、火山のように噴火させるには、ホースの角度や向きだけではなく、水の量や勢いな

ど様々な事が関係している事に遊びながら気付く姿もあった。 

 

【事例② ５歳児 「みんなが乗れる船をつくりたい」 ７月 】 

 

砂場で水路をつくって遊んでいた。その時水路に砂場の玩具が流れる様子を見て、「船

みたい」「乗って遊びたいね」と話していたことをきっかけに、『プールで遊べる船をつ

くってみたい』思いが芽生え、みんなでつくることにした。「何やったら浮くかな？」と

素材置き場からいろいろな物を選び、バケツの水に入れて試し、一番浮いたペットボトル

でつくることになった。ペットボトルを横に並べ、ガムテープで接着し、いかだのような

船が出来上がった。早速プールに浮かべ、乗ってみるが数人の子ども達の重さに耐え切れ

ず壊れてしまった。「１段じゃダメかぁ」「じゃあ、もっと大きくしよう」と、今度はペ

ットボトルを重ね、２段の船をつくったが、乗ると壊れてしまった。「なんで壊れるんだ

ろうね」と保育者が投げかけると、船をよく見て、「（キャップがついていないペットボ

トルを指し）ここから水が入ってるからあかんと思う」「水が入ったら沈む」「ここガム

テープ剥がれてる！」「取れないようにしっかりつけなくちゃ」などと、友達と気付いた

ことを話し合った。そして、「５段にしたらみんなが乗れると思う」と、ペットボトルを

５段重ねた船ができあがった。プールに浮かべると、沈むことなく１人ずつ全員が乗るこ

とができた。「やったー！」「みんな乗れた！」と喜び、交代で船に乗る事を楽しんだ。 

 

≪考察≫ 

・子ども達が考えたこと、やってみたいと思ったことをすぐに実現できるように、一緒に

考えたり、試せる環境を用意したことで、いろいろな物を水につけたり、浮かべたり 

して試す姿に繋がった。その中で水に強いもの、弱いものなどそのものの性質にも目を

向けていた。 



・水に浮かぶためにはどうしたらいいのか、人が乗るためにはどのくらい必要なのか、素

材の質、量、並べ方、接着方法など、いろいろな角度から物事を考えようとする姿が出

てきている。思うようにいかないことがあっても、友達と気付いたことや考えを出し合

い、何度も試し、達成するまで根気をもって取り組もうとする姿が出てきている。 

 

【事例③ ４歳児 「雨にも強い秘密基地」 １１月 】 

 

年長児が基地をつくって遊んでいた様子を見て、自分たちで真似をしながら秘密基地を

つくっていた。子ども達は段ボールや柵、ポリ袋など年長児が使っていた物を探し出し「外

から中が見えないように壁をつくろう」と友達に話しながらガムテープで貼りつけている。

屋根や壁を段ボールやポリ袋で覆うと「これで秘密基地は完成だ」と喜んでいた。しかし、

雨が降った次の日秘密基地に行くと屋根にしていた段ボールは濡れてちぎれてしまい、壁

につけていた段ボールは雨で濡れそのまま風で飛ばされていた。「急いで修理だ。ガムテー

プを探しに行こう」と素材が置いてある場所にガムテープを探しに行き、壁になるようにく

っつけている。すると「段ボールが濡れてるからくっつかないんだ」と気付いた。「じゃあ

どうしようか？」と保育者が声をかけると、話を聞いていた子どもが「保育室の前で乾かそ

う」と屋根や壁にしていた段ボールを乾かしにいく。屋根はちぎれていて使えなくなってい

たので「違うものを探そう」と言うと「木の板で屋根にしよう」と友達と一緒に木の板をた

くさん取りに行っている。段ボールが乾くと早速ガムテープを使ってくっつけている。しか

し何回も同じことを繰り返していくと段ボールがちぎれてしまった。「段ボールは濡れると

ダメになるのか」と言うと友達が「こっちの袋は全然取れてないよ」と話している。「どう

してかな？」と保育者が声をかけると「袋は水がはじいてるよ」と気付き「これなら雨でも

大丈夫」と友達と一緒にポリ袋で壁をつけている。ポリ袋が足りなくなると「一緒に探しに

行こう。ほし組さんが遊びの部屋からとって来たのを見てたから、そこにあると思う」と友

達を誘いポリ袋を取りに行っている。 

 

≪考察≫ 

・遊んでいる中で、気付いたことや考えたことをみんなに伝えていけるように声をかけた

り、実際にみんなで見たりする場を設けたことで自分の思いを話したり友達の話を聞い

てみようとする姿に繋がった。 

・普段から異年齢で活動をする機会をつくってきたので、年長児との関わりがたくさんあっ

た。その為年長児のしている遊びを見て真似をして自分たちでいる物を探しに行ったり、

遊びに取り入れたりする姿に繋がっていったように思う。 

 

５．研究の成果 

○ 幼稚園が安心できる環境であることで、子ども達は自分の思いを素直に表現すること

ができ、友達やものと主体的に関わっていくものと考える。 

○ 一人一人の興味や関心を捉え、保育者が子どもの思いに共感しながら意図をもって、必

要な環境を準備したり、一緒に用意したりしたことで「やってみたい」「つぎはこうしよ

う」という気持ちが高まり、主体的に遊ぶ姿へとつながっていく。そのために保育者は、

発達段階を捉え、子どもの姿から興味や関心はどこに向いているのか、何を楽しんだり、

おもしろいと感じたりしているのかを見取り、思いに寄り添いながら、必要に応じてヒン

トや認める声かけ、見守るなど、その年齢や場面、ねらいにそった保育者の援助が大切で



あると感じた。 

○ 異年齢児との関わりを通して年長児の友達がしていることに興味をもち、自分たちな

りにやってみようとしたり、教え合いをしたりする中で年長児としての自覚が促されて

いく。保育者は異年齢児が積極的に関わることができるような環境や機会を準備したこ

とで子ども達の学びが広がった。 

 

６．今後の課題 

○ 今後も一人一人の興味関心を探りながら、子どもが心を動かし「もっとやってみたい」

と感じ、自ら考え遊びを生み出す子どもの姿を目指し、子どもが主体的に関わりたくなる

環境構成や保育者の援助の在り方を探っていきたい。 

○ 年齢を超えた活動ができる機会をつくり、子ども達が生き生きと遊ぶことができるよ

う働きかけていく。 


